
希学園 第402回 公開テスト 小５ 算数 2025年11月９日実施 模範解答 制限時間40分
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希学園 第402回 公開テスト 小５ 算数 2025年11月９日実施 解説(２－１)

16 24 25 １ 16 46 １ 18
６―－(４―－２―)＋１―＝６―－１―＋１―＝５―
47 47 47 47 47 47 47 47

7.2×17.4＋９×2.6×0.8＝7.2×17.4＋7.2×2.6

＝7.2×(17.4＋2.6)＝7.2×20＝144

18×17－{56×４－(33×２－56÷４)}－９×８

＝306－(224－52)－72＝306－172－72＝62

3200÷( ×４－12×７－３×５)÷８＝80

3200÷( ×４－84－15)＝80×８＝640

×４－84－15＝3200÷640＝５

×４－84＝５＋15＝20

×４＝20＋84＝104

＝104÷４＝26

123×45＋246×８－369×７

＝123×45＋123×２×８－123×３×７

＝123×45＋123×16－123×21＝123×(45＋16－21)

＝123×40＝4920

1.5Ｌ＋２Ｌ88mL－6.7dL＝1500mL＋2088mL－670mL

＝2918mL

0.039㎢－ ㎡－0.55ha＝256ａ

39000㎡－ ㎡－5500㎡＝25600㎡

39000㎡－ ㎡＝25600㎡＋5500㎡＝31100㎡

㎡＝39000㎡－31100㎡＝7900㎡

１時間39分44秒×８＝８時間312分352秒＝13時間17分52秒

右のように，３個１セットでたてに並べ

ると，各セットの１番目の数はセット番

号に等しく，セットの中の３個の数は３

ずつ増える等差数列になっている。
ふ

200÷３＝66(セット)余り２(個)より，
あま

200番目の数は，67セット目の２番目。

よって，67＋３＝70

各セットの中の数は，１番目の数を□とすると，２番目

の数は□＋３，３番目の数は□＋６となっている。

はじめて20が出てくるのは，セットの中の３番目で，

□＋６＝20 → □＝14より，14セット目の３番目。

２回目に20が出てくるのは，セットの中の２番目で，

□＋３＝20 → □＝17より，17セット目の２番目。

よって，３×16＋２＝50(番目)

各セットの和に注目すると，

① ② ③ ④ …

和 12，15，18，21，…

と３ずつ増える。

16セット目の和は，12＋３×(16－１)＝57

(12＋57)×16÷２＋17＋20＝589

５から，５＋９－１＝13までの奇数の和と偶数の和との

差を考える。

奇数 ５＋７＋９＋11＋13＝45

偶数 ６＋８＋10＋12 ＝36

よって，45－36＝９

① １，４，７

② ２，５，８

③ ３，６，９

④ ４，７，10

……

＝１のとき，＜８，１＞＝８

＝２のとき，＜８，２＞＝９－８＝１

＝３のとき，＜８，３＞＝(８＋10)－９＝９

＝４のとき，＜８，４＞＝(９＋11)－(８＋10)＝２

＝５のとき，＜８，５＞＝(８＋10＋12)－(９＋11)＝10

＝６のとき，＜８，６＞＝(９＋11＋13)－(８＋10＋12)

＝３

となるので， が奇数のときは，＜８， ＞の値は８から

順に１ずつ増え， が偶数のときは，＜８， ＞の値は１

から順に１ずつ増えている。つまり，＜８， ＞＝６とな

る は，偶数の６番目。よって， ＝６×２＝12

から， ＋11－１＝ ＋10までの奇数の和と偶数の和と

の差が14になる。

＋( ＋２)＋( ＋４)＋( ＋６)＋( ＋８)＋( ＋10)

＝ ×６＋30

( ＋１)＋( ＋３)＋( ＋５)＋( ＋７)＋( ＋９)

＝ ×５＋25

×６＋30－( ×５＋25)＝ ＋５＝14

よって， ＝14－５＝９

Ａ；○××○××○××○×× ○××○…

Ｂ；○×××○×××○××× ○×××…

より，12日のくり返しになっている。

つまり，Ａ君とＢ君の２人ともが２回目に図書館に行くの

は12日後で，３回目は，12×２＝24(日後)

よって，４/１＋24日＝４/25

24÷７＝３(週)余り３(日)より，土曜日の３日後の火曜日。

30÷12＝２(セット)余り６(日)

１セット(12日)の中に，２人とも行かない日は６日あり，

余りの６日の中には３日ある。

よって，６×２＋３＝15(日)

４/１から７/31までは，30＋31＋30＋31＝122(日間)

122÷12＝10(セット)余り２(日)

もし，休館日がなければ，２人とも行かない日は，

６×10＋１＝61(日)なので，

休館日は，最も少ない場合で，65－61＝４(日)

× ÷２＝98

→ × ＝196＝14×14より，

＝14(㎝)

２枚重なった部分は，

右の図の網目部分。
あみ

４×７＋14×７÷２＝77(㎠)

４枚重なった部分は，右の図

の網目部分。

太線部分の台形から，直角二

等辺三角形を２つ引く。

(３＋10)×７÷２＝45.5(㎠)

４×２÷２＋６×３÷２＝13(㎠)

45.5－13＝32.5(㎠)

18㎝

45°

98㎠

４㎝

４㎝

７㎝

４㎝
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希学園 第402回 公開テスト 小５ 算数 2025年11月９日実施 解説(２－２)

合計が３になるカードの組み合わせを考える。

「３」→３，３の２通り。

「２，１」→(２，１)の順番の場合を考えると，

( ２，１ )，( ２，１ )，( ２，１ )，( ２，１ )の４通り。

順番は(２，１)，(１，２)があるので，４×２＝８(通り)

よって，２＋８＝10(通り)

合計が５になるカードの組み合わせを考える。

「４，１」→ より８通り。

「３，２」→ より８通り。

「３，１，１」→(３，１，１)の順番の場合を考えると，

( ３，１，１ )，( ３，１，１ )，( ３，１，１ )，

( ３，１，１ )の４通り。

順番は(３，１，１)，(１，３，１)，(１，１，３)がある

ので，４×３＝12(通り)

「２，２，１」→「３，１，１」と同様，12通り。

よって，８×２＋12×２＝40(通り)

合計が６になるカードの組み合わせを考える。

「４，２」→ より８通り。

「３，３」→(３，３ )，( ３，３ )の２通り。

「４，１，１」→ より12通り。

「３，２，１」→(３，２，１)の順番の場合を考えると，

( ３，２，１ )，( ３，２，１ )，( ３，２，１ )，

( ３，２，１ )，( ３，２，１ )，( ３，２，１ )，

( ３，２，１ )，( ３，２，１ )の８通り。

順番は(３，２，１)，(３，１，２)，(２，３，１)，

(２，１，３)，(１，３，２)，(１，２，３)があるので，

８×６＝48(通り)

「２，２，１，１」→(２，２，１，１)の順番の場合を考

えると，( ２，２，１，１ )，( ２，２，１，１ )，

( ２，２，１，１ )，( ２，２，１，１ )の４通り。

順番は(２，２，１，１)，(２，１，２，１)，

(２，１，１，２)，(１，２，２，１)，(１，２，１，２)，

(１，１，２，２)があるので，４×６＝24(通り)

よって，８＋２＋12＋48＋24＝94(通り)

(配点)各４点×25


